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第１章 序論

　

1.1 調査の背景

ヴィエトナムは、1986 年の「ﾄﾞｲ・モイ」という経済改革政策の導入以降、計画経済から市

場経済への移行により積極的な経済開発の促進を図っている。この改革路線により、ヴィエ

トナム経済は目覚ましい成長を遂げており、また、農業生産も著しい伸びを見ている。しか

しながら、このような成長のもとで、総人口の 80%が居住する農村部と都市部との所得格差

は拡大している。

メコンデルタはヴィエトナムの南部に位置し、同国の農業総生産の 60%を占める主要な穀倉

地帯である。近年とくに成長が目覚ましく、同国の最大の国内市場であるホーチミン市への

アクセスに恵まれている。しかし、メコンデルタの総人口の 85%が居住する農村部は、イン

フラの整備、農産物の加工・流通面での制約、農民組織の未整備等により、開発が進んでい

ないのが実態である。

ドンタップモイ地区は、メコンデルタの北東部に位置し、常習的に湛水被害の発生する地域

である。また、地域内には酸性硫酸塩土壌の地帯を含んでいる。これまでの水路・ダイク等

の建設へのたゆまぬ努力により、過去 10 年間に米の生産は大きく拡大してきている。しかし

湛水被害から、生産は不安定で、これが農民の所得に影響している。また、農産物の利用・

加工、流通システムも立ち遅れもあり、これらが、所得向上や生活水準の向上の隘路となっ

ている。

このような状況から、ヴィエトナム政府は、このドンタップモイ地区の農業開発計画の策定

につき日本政府に技術協力を要請した。この要請に応え、日本政府は 1998 年 11 月、国際協

力事業団により事前調査を実施し、日・越双方間で「ドンタップモイ農業開発計画調査」と

して同地域の農業開発マスタープランの策定と、同プランにおいて選定される優先地区/事業

にかかるフィージビリテイ調査を実施することが合意された。

本調査は、1998 年 11 月 8 日に署名された実施細則（S/W）及びミニッツに基づいて、第一

次現地調査が 1999 年３月～5 月に、これに続く第一次国内作業が６月に、また第二次現地調

査が同年９月～11 月にかけて実施された。続く 11 月～12 月の第二次国内作業においてマス

タープランの検討と作成が行われた。このマスタープランに基づき選定された優先プロジェ

クトについてフィージビリティスタディの現地調査が 2000 年 2 月～5 月にかけ行われ、国内

作業において最終報告書（案）として取り纏められた。
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1.2 調査の目的

本調査の目的は、その S/W により定められる以下の点におかれている。

（１）ドンタップモイ地域につき、以下の内容を含む農業開発マスタープランの策定

1）湛水軽減

2）農産物の貯蔵・加工・流通システムの改善

3）潅漑・排水システムの改善

（２）マスタープランから選定される優先プロジェクト/地区についてのフィージビリテイ調

査(F/S)の実施

（３）調査の実施過程において、ヴィエトナム側カウンターパートに対するオン・ザ・ジョ

ブ・トレイニングの実施

1.3 調査対象地域

調査対象地域は、メコン・デルタの北東部に位置し、テイエン河（メコン本流）沿いの 290,320

ha の地域で、このうち 228,700ha はドン・タップ省に、また 61,620ha はテンジャン省に属

している。

1.4 調査の範囲および内容

上記の調査目的を達成するため、調査は第一フェーズ、第二フェーズに分けて実施され、両

フェーズの調査は、それぞれヴィエトナムにおける現地調査と国内作業からなる。調査の範

囲の詳細は次頁に示すとおりである。

また、調査工程は下記のとおりである。

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

フェース I : マスタープラン策定

第一次現地調査

第一次国内作業

第二次現地調査

第二次国内作業

フェーズII :フィージビリティー調査

第三次現地調査

第三次国内作業

第四次現地作業

第四次国内作業

月

年 1999 2000　（予定）
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業務の内容

フェーズ 作業 備考

国内準備作業

【１】
【２】
【３】
【４】
【５】

既存資料等の整理･検討
全体調査実施計画の策定
再委託業務の仕様書･契約書(案)の作成
分野別技術移転計画の検討
インセプションレポートの作成

第 1 次現地調査

【６】
【７】
【８】
【９】
【10】
【11】
【12】
【13】

【14】

インセプションレポートの説明・協議
分野別技術移転計画の作成
資料・情報の収集およびレビュー
自然環境・農村社会調査の実施
対象地域の位置付けの明確化
既存土地分級・現況土地利用計画の評価
M/P 策定のための調査（非湛水期）
環境スクリーニング、スコーピングおよび初期環境影響
調査（IEE）に係る調査
プログレスレポート(Ⅰ)の作成・提出・協議

第 1 次国内作業
【15】
【16】

非湛水期を主とする現況の解析
第２次調査の準備（調査計画書の作成）

第 2 次現地調査

【17】
【18】
【19】
【20】
【21】

【22】
【23】
【24】

Ｍ／Ｐ策定のための調査（湛水期）
開発の阻害要因、開発ポテンシャルの検討
地区別開発方向性の明確化
開発基本構想の概定
優先事業／地区候補リストの作成および選定基準の協
議・検討
開発基本構想に対するワークショップ
環境スクリーニング、スコーピングおよび IEE の実施
プログレスレポート(Ⅱ)作成・提出・協議

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ

第 2 次国内作業

【25】
【26】
【27】
【28】
【29】
【30】
【31】

現地調査結果の説明・協議
開発基本構想の確定
開発基本計画（M/P）の策定
優先事業／地区計画の選定
IEE 結果確認・EIA 実施についての検討
フェーズⅡ準備
インテリムレポートの作成・提出

第 3 次現地調査

【32】
【33】
【34】
【35】
【36】
【37】

インテリムレポートの説明・協議
優先事業／地区に対する現地調査
既存組織に対するPCM ワークショップ
現地再委託業務の契約
現地再委託業務の作業監理・技術指導
プログレスレポート(Ⅲ)作成・提出・協議

第 3 次国内作業

【38】
【39】
【40】
【41】
【42】
【43】

調査結果まとめ・第３次国内作業方針協議
現地再委託業務成果品の提出
優先事業／地区開発計画の策定
優先事業／地区のモニタリングの提案
結論と提言
ドラフトファイナルレポートの作成・提出

第 4 次現地調査
【44】
【45】

ドラフトファイナルレポートの説明・協議
セミナーの実施

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ

第 4 次国内作業 【46】 ファイナルレポートの作成・提出
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1.5 報告書

調査結果の報告書は以下のとおりである。

報告書 時期 内容

インセプションレポート 1999 年 3 月 調査方法

プログレスレポート(Ｉ) 1999 年 5 月 第一次現地調査の結果

プログレスレポート（II） 1999 年 10 月

第二次現地調査の結果お

よびマスタープラン

（案）

インテリムレポート 2000 年 1 月 マスタープラン検討結果

提出

済み

プログレスレポート(III) 2000 年 6 月 第三次現地調査の結果

本報

告書
ドラフトファイナルレポート 2000 年 7 月

マスタープラン調査およ

びフィージビリティー調

査の結果

提出

予定
ファイナルレポート 2000 年 8 月

調査の最終報告書
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